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甚 を O ．．5 て 示 す、
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10年 間の 気 象デ
ー

タ を用 い て それ ぞ れの 寒 害 に 対 して 安全

と考え ら れ る 時期 に つ い て 考察 した ．

1）幼 穂 東死 型寒害

　幼穂 凍 死 型寒 害 が 発生 す る 温度 は，目安 と して一2、5℃以

卜
．
と され て い る　〔九 州 農業試験 場 　197⊥〕．しか し．こ れ

に は低 温 の 持 続時間 等の 関係 もあ る ため ，本研究に お い て

メ（象 デ
ー

タで の 殿低気 瀛が一2．5℃ で も，幼 穏凍 死型寒害 調査

で は寒 害が 観察さ れ な い 場 合が 多か っ た．そ こ で，試験 を

行 っ た1997．−2001年 につ い て 幼穂 凍死型 寒害の 発生 と同時

朋の 最低気温 に つ い て 見 る と，−3．O℃以 下の 低 温発生が 幼穂

凍死 型基 吉の 発 生 とよ く
一致 して い た，こ の た め，本 報告

で は 幼穂凍死型寒害が発生 する 温度の 「i安 を一3．0℃ と した．

　過 去10年 間に お け る 各品種，各播 種 朋 の 茎立 明以 降 に，

半旬単位 で 最低気温 が一3、o℃以 下 とな る 出現頻 度 を第 4 図

に 示 した ．こ れ に よ る と，恒早 播一早播   の イ ワ イ ノ ダ イ

チ ，極 早播 一早播  の チ ク ゴ イ ズ ミ の 茎 、ン：期 とな る 2 月 3

半旬 まで は，幼穂凍死 型λこ害が 発生 す る 低温 に 遭遇 す る 危

第 3 表 　播種期別の 生育及び 収量 ・品質．

櫺 種期 　　　品種 名　　茎 立期　　　出穂 期　　　成熟期
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第 4 図　茎立期 と一3℃ 以 下 の最 低気温 の
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　 　 第 5 図　出穂期 と最低気温の 半 旬別 出 現頻 度

　 　 　　 　 　 （1992〜2001＞．

〜
：1三　⊥　）　　」・LrVl］　こ」亅こ

．
デ玄 ；掃力

｛
　】　H　⊥怯．ヒ：観｝興1」　LX　矛L　；一　’「　句 e

’
）III　上見珍自「乏．’

　　 カ ッ コ
‘．

きの
君

ノイ 、チ ク ゴ は そ れ ぞ れ イ ワ イ ノ ダ f チ 「チ ク ゴ

　 　 イ ペ ミ を刀て L、だ
．
申し そ
”
才L ケ」ま番硫 則la）f土↓看惶昇亅f 表

．
ポ．な 才i、　 IIIIrfLkH

　 　 ［iti早．損 が 1998年 、その 池 は ］997 − 2［馴 ）年 の
て1上」f［h．

27

険性 が 高 い ．こ れ は，幼穂凍死 型寒害調査 に お ける そ れ ぞ

れ の 播種 期 で の 幼枦 凍死 型寒 害 の 発 生 と
一

致 した，こ の た

め ，安 全 な茎 立 期 は 2 月 4 半 旬 以 降 と推 察 され た．

2 ）花粉不 稔型 寒害

　花 粉 不 稔型 寒害 は，穂孕 期 に は一1．0℃，出穂 期 に は 0 ℃

以下 の 低温 に 遭 遇す る と発生 す る と されて い る 〔九州 農 業

試 験 場 　1971）．幼穂 凍死 型 寒害の 場 合 と同様 に，過 去 IO

年 間 に お い て 半旬 単 位 で 最低 気 温 が 0℃ お よび一1、0℃ 以 下

に な る 山現 頻 度 を第 5 図 に 示 した，こ れ に よ る と，極
ト

tl
．

播 一早播   の 両 品種 が 出穂 す る 4 月 1半旬ま で は 花粉 不稔

型寒 害 が 発 生 す る 低 温 に 遭遇 す る 危 険性 が高 い が，2 半旬

に な る と出現 頻 度は20％ と低 くな る．こ れ は，花 粉不 稔型

寒害 調査 に お ける それぞ れ の 播種期で の花粉不 秘型寒害の

発 生 と
．．一・

致 した．こ の た め ，安 全 な出穂期 は 4 月 2 ．半旬以

降と 推察 さ れ た，

　以 上 の 結果か ら，寒害厠避の 点で 安 全な 播種期は．イワ

イノ ダ イチ で は
FT］・播 の の ll月 3半 旬 以降，チ ク ゴ イズ ミで

は 標 隼播で あ る．さ ら に，本 試験 の 目的 で あ る 5 月末 収穫

は 両 品種 と もに標 準播 で は 困 難 で あ る ．した が っ て．寒害

を 回避 し，5 月末の 収 穫 が 凵J
．
能 な品種 は イワ イ ノ ダ イチ で

あ り，そ の 播種早 限 は 11月 3 半旬 と考 え られ た，

摘　　要

　秋播 性 の 高い イワ イ ノ ダ イチ の 5 月末収穫を 目的と して ，

大 分 県平 坦部 で 早播 した 場 合 の 生 育特性 及 び寒 害発 生 に つ

い て 調 査 を行 っ た，イ ワ イ ノ ダ イチ の 茎 立 朋 は 秋播 性 の 低

い チ ク ゴ イズ ミ と比べ ，播種期 に 関わ らず 年次変動が 小 さ

か っ た．さら に ，早 播 で の 茎立 朋 は チ ク ゴ イズ ．ミよ り も遅

く，成熟 明 は 削進 L た．こ の た め ，幼穂 凍 死 型 寒害 の 発 生

は 少 なか・
二） たが，ll月2半旬播で は 出穂期が 4 月 1 半旬と

な り，花 枌不 稔型寒 害 に遭 う危 険性 が 高か っ た．した が っ

て，イ ワ イノ ダ イ チ で 寒害 を回避 し，5 月 末 に 収穫 で きる

播 種 li［．限 は ll月 3 半旬 と考 え られ た．
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